
 

とき：2017 年2 月18 日(土)10:00～16:00 

ところ：  

  

  

 

      

  

 

 

  

    

 

４．ファッションアドバイス コーナー  

３．点字体験･盲導犬体験コーナー  

５．拡大読書器･点字ディスプレイ展  

６．さわってみよう! ｉＰａｄ体験コーナー  

１．ボランティアグループによる朗読ミニライブ  

７．視覚障害者のためのボランティア団体紹介  

８．べんりな用具･グッズ販売（特売セールあり） 

９．無料マッサージ体験 

10．特別講演会 堀越喜晴氏  

２．音声録音図書体験会 (耳で読む本、デイジー図書) 

2 階ホール・3階視覚障害者情報文化センター 

主催 川崎市視覚障害者情報文化センター 

共催 川崎市視覚障害者ボランティア連絡会(オブリガード)  かわさき老人福祉・地域交流センター 

協力 ＮＰＯ法人 川崎市視覚障害者福祉協会 

お問い合わせ 川崎市視覚障害者情報文化センター  電話 044(222)1611 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

1957(昭和 32)年 2月 14日   新潟県生まれ 

筑波大学大学院博士課程文芸言語研究科満期退学 

２歳のときに失明 

1981 年、実用英語技能検定試験１級を取得。 

1983 年、文学修士、言語学を取得。 

1987～1999 年、恵泉女学園短期大学英文学科非常勤講師。 

1990～2005 年、恵泉女学園大学非常勤講師。 

1991～1999 年『視覚障害者の皆さんへ』(NHK ラジオ)に出演。 

1995～2003 年、清泉女学院短期大学英語科非常勤講師。 

1998 年より、明治大学政治経済学部兼任講師。2002 年より、立教大学兼任講師。 

【著作】『羊のたわごと-会衆席からのメッセージ』(サンパウロ 2007 年) 

堀越喜晴氏 プロフィール 

「バリアオーバーってなんだ？」、おそらくそうお思いになることでしょう。辞書を引いたって無駄で

す、載っていっこありません。私が勝手に作った言葉なのですから。でも、「バリアフリー」ならみな

さんご存じでしょう。障害者の世界では、いや「健常者」の世界だって、今やバリアフリーの時代で

す。こんな時代だからこそ、私はだれにでも「バリアオーバー」の気概が必要だと考えているのです。 

 さあ、ではその思わせぶりな「バリアオーバー」って何ものか、なぜ今それが必要なのか、少し時間

をいただいてみなさんと共に考えてみましょう。 


